
強震・青森県を襲う!!

十勝沖地震について

悪夢の時刻昭和43年(1968年)午前９時49分(48分54.5秒)

※写真は、「68年十勝沖地震の記録」1968年7月10日 東奥日報社発行 から引用

陸奥市川駅

真ん中を人がやっと通れるほどのこしてくずれた十和田市伝法寺の国道4号線 柿崎 孝治

2024年3月9日



十勝沖地震
昭和43年(1968年)午前９時49分(48分54.5秒)

青森県政史上未曽有の大きな被害に見舞われた

1968年十勝沖地震（とかちおきじしん）は、1968年5月16日に最
も震源地に近い、青森県東方沖（三陸はるか沖）で発生した気象庁
マグニチュード7.9、モーメントマグニチュード8.2の地震である。
この大地震は、マグニチュード7.9という関東大震災とほぼ同等な
ものである。青森・八戸・田名部 震度5 ※震度計のある観測所測定

震源は1994年に発生した三陸はるか沖地震の北東にあたり、本来であれば
『三陸沖地震（または三陸はるか沖地震）』と命名されるべきものだった。し
かし、速報値の計算の際に震央が本来の位置より約50kmほど北に計算され、
津波警報の発令など緊急を要する各方面からの要望により早急に地震の名称を
決める必要に迫られた為、震源を十勝沖として発表した事から『十勝沖地震』
と命名されたものである

『三陸沖地震（または三陸はるか沖地震）』と命名されるべきものだった





演者と同世代と
思われます。ピ
カピカの1年生
でしたでした

不安な一夜を過ごした五戸町志戸岸

仮住まいづくりを急ぐ中子どもたちは意外に明るく元気に遊ぶ



真ん中を人がやっと通れるほどのこしてくずれた
十和田市伝法寺の国道4号線

ザックリと地割れした東北本線乙供駅付近の線路盤



十和田市稲生川の堤防も決壊

五戸地区の部落民



青森市では、飲み水がない、ご飯がたけないないという事態におちいった。
自衛隊の給水車など大車輪の活躍でどうにか切り抜けたが、給水車が来ると
一滴の水を求めて長い人の列がつづいた

地震がおさまった直後レストランに火の手が
あがった八戸市



青森市柳町の水路が両側から圧迫され川底が
盛り上がりキ裂が生じた

青森駅構内の線路盤が1.5メートル沈下。液状化現象か



国鉄青森駅の青函連絡船待合室の床が抜け、
下にいた郵便列車にくずれ落ちた。

床と壁がくずれ落ちた青森駅桟橋待合室の内部



子どもがいる家庭では洗濯物がたいへん。
消防署にたのんで消火栓をあけてもらって道路
でせんたく

青森市港町岸壁の石油タンク群の右端がぐらり傾き、隣のタンクに倒れかかった



町中がおののき、恐怖が渦巻いた。モダンな農業会館の窓がバリバリガチャンと音を立てて落ちた



町中がおののき、恐怖が渦巻いた。モダンな農業会館の窓がバリバリガチャンと音を立てて落ちた当時非難した場所は現在の青森県庁北棟付近



津波にあらわれる八戸市館鼻漁港の岸壁 八戸港を襲った高潮のため沈没した漁船



十勝沖地震で煙突が折れた

街の湯の煙突が地震で折れた西田酒造店は一升瓶が崩れて壊れた

油川での被害煙突の折れる被害



イタリア館十勝沖地震で煙突が折れた

街の湯の煙突が地震で折れた西田酒造店は一升瓶が崩れて壊れた

油川での被害は煙突の折れる被害



西田沢地区青森海岸でき裂被害

むつ湾内での津波はほとんどな
く、海岸施設の破損による一般
住民への被害はないと記録され
ている。



西田沢地区青森海岸でき裂被害

むつ湾内での津波はほとんどな
く、海岸施設の破損による一般
住民への被害はないと記録され
ている。



木材港付近から油川下町方向を望む
昭和40年十勝沖地震前の写真と思われる



陸奥湾で津波は発生していました

昭和35年5月24日 東奥日報夕刊

チリ地震は、1960年現地時間の5月22日15時11分14
秒、チリ中部のビオビオ州からアイセン州北部にかけ
ての近海、長さ約1,000 km・幅200 kmの領域を震源
域として発生した超巨大地震である。地震後、日本を
含めた環太平洋全域に津波が襲来し、大きな被害が発
生した。マグニチュード9.5を記録した観測史上世界
最大級の地震である。チリ大地震、バルディビア地震
とも呼ばれる。

地震後、日本を含めた環太平洋全域に津波が襲来、陸奥湾にも及ぶ

当時はチリで大地震が発生、津波が襲来する報道はいっさいなかった

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%B0%E3%83%8B%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%89


昭和35年5月24日 東奥日報夕刊

陸奥湾にも津波が

拡大



船着き場

津波が来る前突然海水が約20０メートル引いた
油川浪返、油川大浜、油川波岸、西田沢浜田見ていた



船着き場



船着き場

津波が静かに国道まで入りこんできた

国道280号

当時岸壁は無
かった



津波が静かに国道まで入りこんできた



青森湾西岸断層帯



過去における活動が明らかではないことから、信頼度は低いものの、
将来の地震（Ｍ７.３程度）発生確率は、今後30年以内で０.５％～
１％、50年以内で０.８～２％、100年以内で２～３％となっている。

青森湾西岸断層帯の長期評価

https://jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_katsudanso/f009_aomori/ 

https://jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_katsudanso/f009_aomori/


野木和断層

野
木
和
断
層

入内断層

野木和団地横断している
調査・研究は進んでいない



入内断層地震において想定される地震の規模及び被害想定

・青森市における内陸直下を震源とする、いわゆる入内断層地震の規模及
び被害想定については、本市が平成２６年から平成２７年にかけて実施し
た「青森市災害被害想定調査」において、地震の規模を示すマグニチュー
ドは６．７、震源域に近い本市西側の沿岸部では、震度７の揺れが想定さ
れている。

・また、被害想定については、建物被害の９割以上が地震の揺れ、液状化、
地震火災による被害となっている。具体的には、

○ 人的被害として、死者数が、約３，３０８人、
負傷者数が、６，９９９人

○ 建物被害として、全壊が、約１万４，０６４棟、
半壊が、約２万７，１６１棟

○ 想定される避難者数として、発災７日後、
約５万７，０００人となっている。

調査・研究が進んでいる入内断層



青森市役所本庁舎1Fサードプレイスでは1年に
2回防災の特集を実施しています



ご清聴ありがとうございました
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